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１．はじめに 
 膨大なネットワーク情報資源が出現した結果、個々の図書館で所蔵する資料の提供だけ

ではすまされない時代になった。膨大なネットワーク情報資源の中から、各図書館に必要

とされる良質の情報資源を選択して利用者に提供するサービスは、必須のものと考えられ

る。そのためにはネットワーク情報資源の組織化が必要である。ネットワーク情報資源組

織化のためのプロセスを概観し、その問題点を検討する。 
 
２．ネットワーク情報資源と発見ツール 
２－１．ネットワーク情報資源の特徴 
２－２．情報発見ツールとしてのいろいろ 
 
３．図書館におけるネットワーク情報資源 
３－１．ネットワーク情報資源の組織化・提供の必要性 
（１）ネットワーク上の情報資源の探索 

A.商用、汎用検索サービスの利用 
B.リンク集の利用 
C.非インターネットのツール利用 

（２）探索における問題点 
３－２．ネットワーク情報資源と所蔵資料 
ネットワーク情報資源と所蔵資料とは一体的に、発見・提供できることが必要。利用方

法は基本的に所蔵資料とかわらない。拡大版である。 
３－３．ネットワーク情報資源を扱う上での問題点 
（１）情報内容が玉石混淆 
（２）情報資源の数が膨大 
（３）種々の不安定性がある 
（４）「所蔵」しているわけではないゆえの問題点 
（５）利用に特別なツールを必要とする場合がある 
（６）著作権処理 
（７）あらゆる階層の情報資源がある 
（８）文書情報以外にも、静止画、音声、動画、各種の情報タイプがある 
３－４．問題点への対応策 
 



４．サブジェクト・ゲートウェイ等における情報資源の選択、目録等の過程 
ネットワーク情報資源を組織化し、高品質な情報検索支援を目的としたサブジェクト・

ゲートウエイ(Subject Gateway)が構築されるようになった。 
４－１．サブジェクト・ゲートウエイとは 1,2) 
４－２．ネットワーク情報資源の選択的収集 3) 
４－３．メタデータ・データベースの構築 4,5) 
（１）各種の仕様の検討 
（２）メタデータの属性など 
（３）メンテナンス問題 
（４）組織化された情報の提供サービス 
 
５．情報資源組織化としてのメタデータ 
５－１．メタデータとは何か 
５－２．メタデータの種類 
（１）利用目的によって分ける方法 6,7) 

A.管理的なもの(administrative) 
B.記述的なもの(descriptive) 
C.保存的なもの(preservation) 
D.技術的なもの(technical) 
E.利用的なもの(use) 

 図書館界で扱うメタデータは、このうちの主として記述的要素といえよう。これに対し、

他の観点のデータは補足的に扱われる。 
（２）データの複雑さ、構造化の程度によって分ける方法 8,9) 

 
第１レベル  第２レベル  第３レベル 

レコード  単純フォーマット 構造化フォーマット 高度なフォーマット 
特性    独自  新興標準  国際標準 

フルテキスト索引 フィールド構造  精緻なタグ付け 
使用例   Lycos  Dublin Core  CIMI 

Altavista  IAFA templates  EAD 
Yahoo  RFC 1807  TEI 

SOIF   MARC 
 
５－３．実施例に見るメタデータ 
 Dublin Core の使用が多いが、MARC フォーマットが使用されることもある。 
５－４．図書館界において対象とする主たる情報資源と、それにふさわしいメタデータ 
（１）基本的には、DLO(Document Like Object)文書的情報資源が中心。 



（２）従来の目録規則では何が困るのか 
（３）なぜ Dublin Core が用いられるのか 
（４）今後どうあるべきか 
５－５．他のコミュニティとの連携を行うためのメタデータの条件 
（１）各コミュニティにおけるメタデータの相違 

コミュニティ         主として用いられるメタデータ 
図書館            MARC 
文書館            EAD 
博物館・美術館        CIMI 

（２）コミュニティ内部および相互流通のためのメタデータ 
 コミュニティ内部 → 詳細な第３レベルのメタデータ 
 コミュニティ間  → 簡略な第２レベルのメタデータ 
５－６．目録対象の階層把握と記述対象 
 ネットワーク情報資源の目録対象となる階層レベル 
 論理的階層把握と物理的階層把握 
 
６．まとめ 
６－１．情報資源の選択 
６－２．所蔵資料とネットワーク情報資源の一体的な検索・提供 
６－３．協同目録の必要性とサブジェクトゲートウェイの整備 
６－４．メタデータに求められる要件 
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